
緒
言

『
医
心
方
』
は
九
八
四
年
丹
波
康
頼
に
よ
り
撰
述
さ
れ
た
が
、
そ

の
第
二
巻
鍼
灸
篇
孔
穴
主
治
法
第
一
に
は
、
六
六
○
穴
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
中
の
六
四
九
穴
は
『
黄
帝
内
経
明
堂
経
」
よ
り
、
そ

の
他
の
十
一
穴
は
、
『
華
佗
鍼
灸
経
』
か
ら
中
矩
一
穴
、
膝
目
二
穴
、

『
小
品
方
』
か
ら
曲
沢
二
穴
、
『
千
金
方
』
か
ら
青
盲
二
穴
、
風
市
二

穴
等
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。

晋
の
皇
甫
識
の
『
甲
乙
経
』
の
序
文
に
、
『
明
堂
孔
穴
鍼
灸
知
要
』

と
い
う
書
名
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
亡
失
し
て
い
る
が
、
揚
上
善
撰

の
『
黄
帝
内
経
明
堂
』
は
、
こ
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と
思
わ
れ
、
主

と
し
て
、
こ
こ
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
実
際
の
記

載
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
を
、
他
言
と
比
較
す
る
こ
と
に

よ
り
、
認
識
を
深
め
よ
う
と
し
た
。

『
医
心
方
』
第
二
巻
鍼
灸
篇
孔
穴
主
治

法
第
一
に
引
用
さ
れ
た
古
典
に
つ
い
て

高
島
文
一

一
方
法

他
書
と
し
て
『
医
心
方
』
以
前
の
『
霊
枢
』
『
甲
乙
経
』
『
千
金
要

方
』
『
千
金
翼
方
』
及
び
以
後
の
『
銅
人
瞼
穴
鍼
灸
図
経
』
を
選
び
、

症
状
と
し
て
、
現
代
の
高
血
圧
症
に
相
当
す
る
十
二
症
状
一
頭
痛

二
眩
量
三
勤
融
四
耳
鳴
五
口
顔
過
斜
六
心
煩
七
心
痛

八
半
身
不
随
九
頸
肩
痛
一
○
面
赤
二
胸
痒
一
二
蝉
を

選
び
『
医
心
方
』
と
対
照
比
較
し
た
。

二
結
果

目
『
霊
枢
』
と
『
医
心
方
』
。
『
霊
枢
』
に
は
経
穴
の
記
載
が
少

な
く
比
較
の
対
照
と
は
な
ら
な
い
が
、
『
医
心
方
』
で
は
頭
痛
、
眩

量
、
肩
頚
痛
の
記
載
が
多
か
っ
た
。

。
『
甲
乙
経
』
と
『
医
心
方
』
。
『
甲
乙
経
』
は
「
明
堂
孔
穴
鍼

灸
知
要
』
か
ら
引
用
し
て
い
る
の
で
、
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。

た
だ
、
耳
鳴
、
心
煩
に
お
い
て
は
『
甲
乙
経
』
の
記
載
が
多
い
。

日
「
千
金
要
方
』
と
『
医
心
方
』
。
殆
ん
ど
一
致
し
て
い
る
。
た

だ
心
煩
、
心
痛
、
面
赤
で
は
『
千
金
要
方
」
の
記
載
が
多
い
。

四
『
千
金
翼
方
』
と
『
医
心
方
」
。
殆
ん
ど
一
致
し
な
い
。
特
に

頭
痛
、
眩
量
、
頸
肩
痛
の
記
載
が
『
千
金
翼
方
』
で
は
著
し
く
少
な

い
。
反
面
、
心
煩
、
心
痛
、
半
身
不
随
で
は
、
『
千
金
翼
方
』
の
方
が
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果
を
括
め
た
も
の
か
疑
問
で
あ
る
。

記
載
が
多
い
。
こ
れ
は
、
引
用
書
が
異
な
る
の
か
あ
る
い
は
『
千
金

翼
方
』
に
は
新
た
な
臨
床
的
観
察
が
加
わ
っ
た
の
か
い
ず
れ
か
と
思

わ
れ
る
。

⑤
『
銅
人
肺
穴
鍼
灸
図
経
』
と
『
医
心
方
』
。
「
銅
人
肺
穴
鍼
灸

図
経
」
は
宋
の
時
代
に
王
維
一
に
よ
り
経
絡
経
穴
を
整
備
し
て
つ
く

ら
れ
た
も
の
で
、
『
医
心
方
』
以
後
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
よ
く

一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
耳
鳴
、
心
煩
、
心
痛
の
記
載
が
多
く
な
っ

て
き
て
い
る
。

三
考
察

『
医
心
方
』
の
孔
穴
は
殆
ん
ど
『
黄
帝
内
経
明
堂
経
』
か
ら
の
引

用
で
、
古
代
か
ら
唐
迄
の
孔
穴
を
記
載
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
同
じ
く
古
代
か
ら
の
『
明
堂
孔
穴
鍼
灸
知
要
』
か
ら
引
用
し
た

と
さ
れ
る
『
甲
乙
経
』
と
よ
く
一
致
す
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。

又
、
六
世
紀
の
孫
思
貌
の
『
千
金
要
方
』
と
も
よ
く
一
致
す
る
。
丹

波
康
頼
が
、
『
甲
乙
経
』
『
千
金
要
方
』
か
ら
引
用
し
た
こ
と
も
考
え

ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
『
千
金
翼
方
』
に
つ
い
て
は
全
く
異

る
。
丹
波
康
頼
が
『
千
金
翼
方
』
を
見
な
か
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は

『
千
金
翼
方
』
が
別
の
ル
ー
ト
か
ら
引
用
し
た
か
、
独
得
の
観
察
結

十
一
世
紀
の
『
銅
人
瞼
穴
鍼
灸
図
経
』
は
整
備
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
が
、
『
医
心
方
』
と
も
よ
く
一
致
す
る
。
一
部
記
載
の
増
加
し
た

も
の
も
あ
る
。

結
語

『
医
心
方
』
は
丹
波
康
頼
に
よ
り
、
日
本
式
に
実
用
的
に
中
国
文

献
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
孔
穴
に
関
す
る
限
り
、
殆

ん
ど
揚
上
善
の
『
黄
帝
内
経
明
堂
経
』
か
ら
引
用
さ
れ
て
お
り
、
孔

穴
の
配
列
は
経
絡
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
頭
部
、
面
部
、
肩
部
、
手
部
、

背
部
、
胸
部
、
腹
部
、
足
部
に
分
け
て
主
治
症
を
述
べ
て
い
る
。

『
甲
乙
経
』
『
千
金
要
方
』
と
も
殆
ん
ど
一
致
す
る
。
宋
代
の
『
銅
人

嶮
穴
鍼
灸
図
経
」
と
も
殆
ん
ど
一
致
す
る
。
こ
れ
は
現
代
に
お
い
て

も
大
差
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
千
金
翼
方
』
に
関
し
て
は
、
『
千

金
要
方
』
の
続
編
と
い
う
こ
と
で
、
少
し
趣
が
違
っ
て
い
る
。

（
京
都
市
）
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